














具体的な整備内容シート（基礎案）

【平成１８年３月２２日版】

環境－３－４ 8/30

●整備効果
魚道の改築・新設によって、魚類等の移動経路が約２倍程度に延伸され、魚類等の河川に
おける縦断的な移動の回復及び正常な生活史のサイクルが復活でき、魚類等の豊かな生
息の場として復元される。 しかし、整備の必要性については、魚類の生息・成育状況等から
効果を検証して実施の判断を行う。

●提案理由
１．箇所決定理由
桂川に位置する井堰は、河川の縦断方向の連続性が欠落している箇所であり、魚類等に
対して、本来あるべき移動経路を確保する必要があることから、環境改善検討の対象とした。
２．検討手法

●進捗状況報告
各井堰に関して現状及び魚道としての機能実態調査、井堰上下流における魚類調査、魚道
改善案の検討を実施。アユ産卵床調査では桂川において産卵実態が確認されている。
井堰撤去に関して影響する構造物、河床変動予測、井堰上流環境の改変に関する影響予
測等について課題が挙げられている。

●進捗状況報告（各井堰の状況。撮影：平成15年10月9日）

○対象エリアの環境調査（魚介類・底生生物）
↓・現状の魚介類移動実態把握
○改善整備方針・形状案の検討
↓
○整備目標の設定
○整備後の生物回復等状況予測

○魚道等改善整備形状
の決定

●委員会等からの意見
縦断方向の河川形状の修復（魚類の遡上・降下）（久我井堰・一の井堰、1～6号井堰）は、検
討を進め、早急に実施に移す必要がある。整備対象とされている井堰は、現在、魚道の不備
により、魚類等の遡上、降下にほとんど役立っていない。実効性を十分検討のうえ、優先順
位を決め、着手できるところから早急に実施する必要がある。
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